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「祖霊」とは誰か
―古代インドにおける祖先祭祀の対象とその変遷―

虫賀幹華

1　はじめに

サンスクリット語において「祖先ancestor」にあたる言葉は、「父」を
意味するpitṛの複数形pitaraḥであるといわれる［Kane 1953: 340］［岩本 

1962: 129］［中村 2001: 56］。pitaraḥは慣例的に「祖霊」、そして亡くなっ
た親族を、遺体処理および直後の儀礼を含む葬儀の完了後にも、定期的
に祀る儀礼として説明されるŚrāddhaは、「祖霊祭」と訳されてきた。同
じ「祖霊」という訳語が当てられてはいるものの、「pitaraḥとは誰か」と、
「Śrāddhaで祀られるのは誰か」は、分けて考えなければならない問題で
ある。

紀元前3世紀頃から編纂されたGṛhyasūtraと呼ばれる文献群におい
て、亡くなった親族を祀る儀礼としてŚrāddhaは定められた［Shastri 

1963: 63 , 126］［Sayers 2008: 91］。同文献においては、その前のBrāhmaṇa

やŚrautasūtraで毎月の新月の午後に行う祭祀として記述された
Piṇḍapitṛyajñaをモデルとした 1、複数の死者を対象とする新月の日ま
たは黒分の任意の日に行われる月ごとのŚrāddha（Pārvaṇa-śrāddha ／

Māsi-śrāddha）と、葬儀と連続性をもち死者1人を対象とするEkoddiṣṭa-
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śrāddhaや死後1年後などに死者をその前3代の死者に合一させる
Sapiṇḍīkaraṇa-śrāddhaが発達した。さらに、慶事に行われるŚrāddha

（Ābhyudayika-śrāddha ／ Nāndīmukha-śrāddha ／ Vṛddhi-śrāddha）も、複数の
死者を対象とする儀礼として定められた。本稿では、複数の死者を祀る
儀礼のみを扱い、Śrāddhaという名では呼ばれていない他の儀礼（Aṣṭakā

およびAnvaṣṭakya）も、親族の死者たちを祭祀対象に含む場合には議論
に加えることとする 2。これらの儀礼において祭主は、死者たちの名前を
呼びながら水やpiṇḍaと呼ばれる団子を捧げる。

以上の儀礼に登場するpitaraḥは、祭主と系譜関係を有する具体的な
死者、特に〈父・祖父・曽祖父〉のことである。一方で、pitaraḥが直近
の亡くなった親族たちを指しているわけではない場合もある。例えば、
Ṛg-vedaのYamasūkta（10 .14）でpitaraḥの一族として言及されるAṅgiras,	
Navagva,	Atharvan,	Bhṛgu（10 .14 .6ab）やPitṛsūkta（10 .15）に登場する
「ソーマにふさわしきピトリpitaraḥ somyāsaḥ」（10 .15.1 b）、「バルヒス（敷

草）の上に坐せるピトリbarhiṣadaḥ pitaraḥ」（10 .15.4a）、「アグニの好みて
味わえるピトリagniṣvāttāḥ pitaraḥ」（10 .15.11a）（以上、訳は［辻 1970］を

参照）	などが具体的な親族の死者を指しているとは考えがたい。辻直四
郎はPitṛsūktaの解説において、「ピトリは一般に祖先を意味するが、狭
義においては、人類の祖先たる太古の聖仙・有名な祭官族を指す」［辻 

1970 : 233］と述べる 3。本稿で扱う文献にも人類の始祖への言及および
それに対する儀礼はいくらか確認された。例えばĀśvalāyana-gṛhyasūtra

が規定するTarpaṇa（満足させること、献水儀礼）（3.4 .1–7）で祭祀対象と
なっているのは、祭主と明確な系譜関係を有する死者というよりも人類
の始祖である。Manu-smṛtiでは、3.122‒286がŚrāddhaの規則を記述する
が、その間3.192‒202に人類の始祖としてのpitaraḥに言及がある。P.	V.	
Kaneは、pitaraḥには「ある人にとって直近の死者である3人の祖先たち」
と「離れた世界において自分たちで生息するとされる人類の初期の祖先
たち」という二つの意味があるとしている［Kane 1953: 340 –341］。よって、
「pitaraḥとは誰か」を解明するには、人類の始祖としてのpitaraḥと亡く
なった親族を表すpitaraḥとの関係性や意味の変遷を考える必要がある。

本稿は、亡くなった親族に対象を限定し、「祖霊祭」と訳されるŚrāddha
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の祭祀対象を明らかにすることで「『祖霊』とは誰か」という問いへの回
答を試みる。2011年刊行のBrill’s Encyclopedia of Hinduismにおいては、「祖
先として死者は3世代の間は個別に思い出される。亡くなった父、祖
父、曾祖父の名前は親族たちに知られる」［Schömbucher 2011: 489］と
あるように、父系男性3世代のみがŚrāddhaで祀られる対象と考えられ
ている。さらに日本の南アジア研究においては、「祖霊」という曖昧な
語で指示されるがゆえ、Śrāddhaの具体的な対象は顧みられていないと
思われる。本稿では、ヴェーダ期の最新層およびヴェーダ期の直後に
成立した28の文献を用いて、Śrāddhaの対象を具体的に列挙しながらそ
の変遷を追う。この時期に、〈父・祖父・曽祖父〉のためだけではない
Śrāddhaの記述が現れはじめる。祭祀対象の変遷についてはM.	R.	Sayers

も、Śāṅkhāyana-gṛhyasūtra	4 .1 .114を分析するなかで、「より初期の伝統
ではPitṛs、文字通り父たちのみに焦点を当てていたが、Śāṅkhāyanaは家
長の祖先たちの妻たちも〔祭祀対象に〕含む。この傾向は、Mahābhārata

や多くのPurāṇaの中で示されているように、続く伝統のなかで増してい
く」［Sayers 2008: 150］と述べている。しかしこれは註での簡単な言及に
とどまり具体例は示されていない。以下、第2節で祭祀対象の一覧を提
示したのち、父方男性3世代の〈妻たち〉が祭祀対象に含められていく
過程と（3節）、Sayersが見逃している〈母方親族〉も対象として加わる
祭祀規定（4節）を示し、最後に母方親族へのŚrāddhaが発達した背景に
ついての仮説を提示する（5節）。

2　祭祀対象の5類型

本節では、紀元前3世紀から後3世紀頃にかけて編纂されたスートラ
文献およびその補遺文献のうち、Śrāddhaに関する記述を収録している
28のサンスクリット語文献を選び、主にŚrāddhaについての記述を抽
出してその祭祀対象ごとに分類した一覧を提示する 5。使用した文献は、
Śrautasūtra

6、Gṛhyasūtra、Dharmasūtra、Gṛhyasūtraの補遺であるGṛhya-
pariśiṣṭa、Smṛtiである（詳細および略号は論文末に記載）。

Śrāddhaその他の儀礼で祀られる者たちは、以下のように五つに分類
できる。表中の数字は各儀礼の記載箇所全体であり、分類B ～ Eに関し
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ては祭祀対象に言及している位置を祭祀名のあとに明記した。祭祀名は
本文で言及された通りに引用している。例えば、ĀśvGS	2 .5 .10‒12 :	Māsi

とは、同箇所ではmāsi-śrāddhaではなくmāsiとのみ記載があるという意
味である。A1で、（ŚāṅkhGS 2 .12 .7 : Anvaṣṭakya）のように（）で括られてい

るのは、祭祀過程の記述のなかでpitṛの複数形すら言及されていない場合で

ある。なお、一つの文献で複数の箇所を参照した場合は、文献名の繰返しを

避けĀśvGS 2 .5 .10 –12: Māsi, （2.5 .13–15: Vṛddhi）のように記載したが、ĀśvGS	
2 .5 .10‒12 :	Māsi,	（ĀśvGS 2 .5 .13–15: Vṛddhi）という意味である。

A ） 父（pitṛ）・父方の祖父（pitāmaha）・父方の曾祖父（prapitāmaha）

A1: pitṛ の複数形が示されるのみ
ĀśvGS	2.5.10‒12:	Māsi,	（2.5.13–15: Vṛddhi）,	（ŚāṅkhGS 2.12.7: Anvaṣṭakya）,	（KauṣGS 
3.15.7a: Anvaṣṭakya）,	GobhGS	4.2.1‒4.2:	Anvaṣṭakya,	（4.4.3–16: Anvāhārya）,	 JaimGS	
1.6［6.9–19］:	Nāndīmukha,	（KāṭhGS 63.1–64.3: Aṣṭakā?）,	MānGS	2.9.1‒8:	Anvaṣṭakya,	
2.9.9‒14:	Śrāddha,	BodhGS	12.1‒5:	Ābhyudayika,	BhārGS	2.15‒17［47.7–50.8］:	Ekāṣṭakā,	
3.16［85.1–11］:	Nāndī-śrāddha,	ĀpGS（8.21.1–9: Māsi-śrāddha）,	8.21.10‒22.10:	Ekāṣṭakā,	
8.22.11‒12:	Anvaṣṭakya,	HirGS	2.15.1‒14:	Anvaṣṭakya,	ĀgnGS	2.3.2［55.18–56.14］:	Nāndī-
śrāddha,	ĀpDhS	2.16.1‒20.9:	Śrāddha,	GautDhS	15.1‒30:	Śrāddha.

A2: 〈父・父方の祖父・父方の曾祖父〉との明確な言及あり
MānŚS	11.9.1.1‒2.15:	Śrāddha,	ĀśvGS	 4.7.1‒31:	Pārvaṇa-śrāddha,	KhādGS	 3.5.1‒38:	
Anvaṣṭakya,	JaimGS	2.1‒2［25.6–28.14］:	Śrāddha,	BhārGS	2.11‒14［42.16–47.6］:	Māsi-
śrāddha,	HirGS	2.14.1‒10:	Ekāṣṭakā,	VaikhGS	2.1‒2［21.1–22.16］:	Nāndīmukha,	4.5‒6

［58.14–60.17］:	Piṇḍapitṛyajña,	ĀgnGS	 3.2.1‒7［125.1–130.18］:	Aṣṭakā,	BaudhDhS	
2.14.1‒15.12:	Śrāddha（＋遠縁の死者？ 7）,	VasDhS	11.16‒44:	Śrāddha,	ĀśvGPŚ	2.13‒17

［170.25–175.9］:	Śrāddha,	ManuSm	3.122‒286:	Śrāddha（＋曾祖父の父・曾祖父の祖
父・曾祖父の曾祖父 8）,	ViṣṇuSm	73.1‒29:	Śrāddha.

B ）A ＋母（mātṛ）・父方の祖母（pitāmahī）・父方の曾祖母（prapitāmahī）
B1: pitṛ の複数形＋妻（ strī/tatpatnī）の複数形が示されるのみ
ĀśvGS	2.5.1‒9:	Anvaṣṭakya（2.5.4, 8）,	ŚāṅkhGS	4.1.1‒13:	Māsi（4.1.11）,	4.4.1‒15:	
Ābhyudayika（4.4.3）,	KauṣGS	3.14.1‒21:	Śrāddha（3.14.7）,	 JaimGS	2.3［29.4–11］:	
Śrāddha-anvaṣṭakya（2.3［29.9］）,	KāṭhGS	65.1‒8:	Anvaṣṭakya（65.7）,	PārGS	3.3.10‒12:	
Anvaṣṭakya（3.3.11）,	KauśS	87.1‒89.18:	Piṇḍapitṛyajña（88.12–13）.
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B2: 〈父・父方の祖父・父方の曾祖父〉＋妻、もしくは、6 人すべての言及
あり
HirGS	2.10.1‒13.5:	Śrāddha（2.10.7）,	VaikhGS	4.7［60.18–61.9］:	Śrāddha（4.7［61.3］）,	
ĀgnGS	 3.1.1‒3［120.13–124.13］:	Śrāddha（3.1.1［121.17–19］）,	ViṣṇuSm	 67.1-46:	
Pañcayajña（67.23）,	74.1‒8:	Anvaṣṭakya（74.1, 4, 6, 8）.

C ）A+ 母方の祖父（mātāmaha）・母方の曾祖父（pramātāmaha）・母
方の高祖父（vṛddhapramātāmaha）→男性のみ 6 人
PārGPŚ（Śrāddhakalpa）	1‒3:	Śrāddha（1［246.9–10］, 3［248.17–249.2］）,	6:	Ābhyudayika-
śrāddha（6［250.6–8］）,	YājSm	1.217‒250,	257‒270:	Śrāddha（1.228, 243）.

D ）B+ 母方の祖父・母方の曾祖父・母方の高祖父→父方は男女 3 人ず
つ、母方は男性のみ 3 人で計 9 人
VaikhGS	4.3‒4［55.16–58.13］:	Aṣṭakā（原則でない）（4.4［57.13–16］） 9,	ĀśvGPŚ	2.19

［176.10–27］:	Ābhyudayika-śrāddha（原則でない）（2.19［176.23–24］）,	KP	1.1.11‒5.11:	
Śrāddha（1.3.12, 1.5.1）,	ViṣṇuSm	75.1‒7:	Śrāddha（原則でない）（75.7）.

E ）D+ 母方の祖母（mātāmahī）・母方の曾祖母（pramātāmahī）・母方
の高祖母（vṛddhapramātāmahī）→父方母方ともに男性女性 3 代、計
12 人
MānŚS	11.9.3.1‒34:	Vṛddhi-śrāddha（原則でない）（11.9.3.5, 7–8, 26）,	BodhGS	2.11.1‒71:	
Aṣṭakāhoma（2.11.34

10）,	AVPŚ	44.1.1‒4.15:	Śrāddha（44.4.5, 9）.

3　「妻たち」または「母たち」として祀られる女性死者

「はじめに」では、「より初期の伝統」では男性死者のみが祀られてい
たのに対し ŚāṅkhGS と「続く伝統のなかで」女性への祭祀が徐々に定め
られていくことに言及した Sayers の見解を紹介した。彼は続けて、「〔女
性への祭祀を定めた〕著者たちは女性の祖先たちを妻 (tatpatnī) として
言及しており、より後代に一般的になる mātṛ つまり母という語はまだ使
用されていない」［Sayers 2008: 150］と述べる。この引用文中の「より後
代」が指している時代は明らかではないが、本稿で調査した文献にお
いてすでに、女性死者は、〈妻たち〉だけでなく〈母たち（mātṛ の複数形

もしくは母・父方の祖母・父方の曾祖母）〉として言及されている。分類 B、
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D、E を、女性死者への言及の仕方（数字はその言及箇所）で分類し直す
と以下のようになる。〈母たち〉の項目におけるイタリック体の文献には
mātṛ, pitāmahī, prapitāmahī という具体的な言及があり、それ以外では mātṛ

の複数形が現れる。

妻たち 11

ĀśvGS 2.5.4, 2.5.8, ŚāṅkhGS 4.1.11, KauṣGS 3.14.7, JaimGS 
2.3［29.9］, KāṭhGS 65.7, VaikhGS 4.4［57.13–16］, 4.7

［61.3］, PārGS 3.3.11, KauśS 88.12–13, 19, AVPŚ 44.4.5, 9, 
ViṣṇuSm 74.4, 6.

母たち
ŚāṅkhGS 4.4.3, MānŚS 11.9.3.5, 8, 9, 26, BodhGS 2.11.34, HirGS 
2.10.7, ĀgnGS 3.1.1［121.17–19］, ĀśvGPŚ 2.19［176.23］, KP 1.3.17, 5.1, 
10–11, ViṣṇuSm 67.23, 74.1.

Sayersの記述の通り、より古い文献の方が〈妻たち〉としている傾向
は読み取れるものの、〈妻たち〉から〈母たち〉へと女性死者を指す語
が完全に切り替わったというわけではない。ViṣṇuSmの74章は、以下の
ように〈女性たち（すなわち妻たち）〉と〈母たち〉の両者を用いている。
紙幅の都合上抜粋して掲載する。

ViṣṇuSm	74.1‒6:	athāṣṭakāsu daivapūrvaṃ śākamāṃsāpūpaiḥ śrāddhaṃ 

kṛtvā, anvaṣṭakāsv aṣṭakāvad vahnau hutvā, daivapūrvam eva mātre 

pitāmahyai prapitāmahyai ca pūrvavad brāhmaṇān bhojayitvā…//1 //…

karṣūtrayaṃ puruṣāṇāṃ strīṇāṃ trayaṃ ca //4 // puruṣakarṣūtrayaṃ 

sānnenodakena pūrayet //5 // strīkarṣūtrayaṃ sānnena payasā //6 //

（1）次に、Aṣṭakāにおいて、神々への儀礼を先にして、野菜と肉と
穀物によってŚrāddhaを行ってから、AnvaṣṭakāにおいてAṣṭakāのよ
うに火に献供する。そして、神々への儀礼を先にして、母、父方の
祖母、父方の曾祖母のために、前述のようにバラモンたちを饗応し
てから…（六つの溝を掘り、その下方に団子を献供する。）…	（4）三つ
の溝は男性たちのために、三つ［の溝］は女性たちのために。（5）

男性たちの三つの溝を、食べ物が混ぜられた水によって満たすべ
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し。（6）女性たちの三つの溝を、食べ物が混ぜられたミルクによっ
て［満たすべし］。

さらに、たとえ〈母たち〉と言及されていても、女性死者は常に夫
とともに祀られていることが指摘できる。第2節で示した分類Aおよび
Cから明らかであるように、男性死者のみの祭祀が定められている一方
で、調査した文献においては（上記ViṣṇuSm 74 .1–6や註4のŚāṅkhGS 4 .1 .11

がその一例。第4節で示すVaikhGS 4 .4［57 .13–16］, ĀśvGPŚ 2 .19［176.23–26］, 

MānŚS 11 .9 .3 .22–26も参照）、女性死者への祭祀が単独で現れることはなく
常に彼女らの夫への祭祀を伴う。こうした女性の祀られ方は、DhSやSm

で描かれた「従属者」としての生前の女性の理想の姿と重なるものであ
ろう12。本稿では十分に触れられないが、儀礼規定を同一あるいは同時
期の文献で記述された親族・社会構造と関連させて論じる必要があるこ
とが分かる。

4　母方親族への祭祀と例外規則

本節では、Sayersが指摘していない母方親族への祭祀対象の拡大を扱
う。第2節で提示した分類Cは、〈妻たち〉への言及がなく、〈父・父方の
祖父・父方の曾祖父、母方の祖父・母方の曾祖父・母方の高祖父〉とい
う6人の男性が祭祀対象とされた場合である。PārGPŚの3［248.17–249.2］
および6［250 .6 –8］には祭祀対象が明確に分かるマントラも記載される
が、儀礼過程の説明ではPārGPŚ,	YājSmともに、〈父・父方の祖父・父方
の曾祖父〉への儀礼規定を述べた後に、以下のように「母方の祖父たち
の場合も同様に」という文言を付け加える。

PārGPŚ（Śrāddhakalpa）	1［246 .7 –10］:	…snātān śucīn ācāṃtān 

prāṅmukhān upaveśya daive yugmān ayugmān yathāśakti pitrya 

ekaikasyodaṅmukhān dvau vā daive trīn pitrya ekaikam ubhayatra vā 

mātāmahānām apy evaṃ…

…沐浴を済ませ、清浄で、口を漱いだ［バラモンたち］を、神々
の座に偶数人、［できるだけ多く］東向きに座らせるべし。父たち
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の座に奇数人を、できるだけ多くそれぞれ北向きに［座らせるべ
し］。あるいは、神々の座に2人を、父たちの座に3人を。あるいは
1人ずつを両方の場所に［座らせるべし］。母方の祖父たちの場合も
同様に［行うべし］…。

次に、分類DおよびEの記述を四つ紹介する。ここで注目したいのは、
以下のVaikhGS,	ĀśvGPŚ,	ViṣṇuSm,	MānŚSのように母方親族への祭祀が
原則ではない場合である。「ある者たちは母方親族への祭祀を定めてい
る」という記述は、母方親族への祭祀が通常規則となる前段階を示して
いるといえるだろう。

VaikhGS	4 .4［57 .13–16］:	…pitṛbhyaḥ pitāmahebhyaḥ prapitāmahebhyo 

jñātivargebhyaḥ pitṛpatnībhyaḥ pitāmahapatnībhyaḥ prapitāmahapatnībhyo 

jñātivargapatnībhyaḥ piṇḍaṃ nirvapāmīti nirvapaty evaṃ mātuḥ 

pitrādibhyaḥ piṇḍadānaṃ ke cid vadanty…

…「父たちに、父方の祖父たちに、父方の曾祖父たちに、父方の
親族たちに、父の妻たちに、父方の祖父の妻たちに、父方の曾祖父
の妻たちに、父方の親族の妻たちに、私は団子を捧げる」と［言っ
て］捧げる。「母の父たちなどに団子供えを同様に［行うべし］」と
ある者たちは言う。…

ĀśvGPŚは2.13‒17で通常のŚrāddhaを説明し、そこでは〈父・父方の
祖父・父方の曾祖父〉のみが祭祀対象とされる。慶事のŚrāddhaを扱う
2.19では、通常のŚrāddhaと違う点が記述されるが祭祀対象の差違には
言及がない。しかし、終盤で以下のように書かれる。

ĀśvGPŚ 	 2 .19［176 .23 –26］:	 …e k e  m ā t ṝ ṇ ā ṃ  p ṛ t h a k  k u r va n t y 

atha pitṝṇāṃ tato mātāmahānām iti tritayam icchanti tasmāj jīvatpitā 

sutasaṃskāreṣu mātṛmātāmahayoḥ kuryāt tasyāṃ jīvatyāṃ pitṛmātāmahayoḥ 

kuryāt pitror jīvator mātāmahasyaiva kuryāt triṣu jīvatsu na kuryāt …	
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…ある者たちは、母たちには別に行い、次に父たちに、そして母方の祖
父たちにという三つ組を望む。それゆえに、父が生きている息子は、［自
身の］息子の人生儀礼において母と母方の祖父の［Śrāddhaを］行うべ
し。彼女（母）が生きているときには、父と母方の祖父の［Śrāddhaを］
行うべし。両親が生きているときには、他ならぬ母方の祖父の［Śrāddha

を］行うべし。3人が生きているときには行ってはならない。…

上記では、〈父・母・母方の祖父〉のうち生存者がいる場合の「例外
規則」13がすぐ後に続いていることも注目に値しよう。一方ViṣṇuSm	75
章では、基本の祭祀対象である〈父・父方の祖父・父方の曾祖父〉のう
ち生存者がいる場合という「例外規則」の記述の直後に、異なるマント
ラを用いて〈母方の祖父たち〉のためにもŚrāddhaを行うことが指示され
る 14。この母方の祖父たちへのŚrāddhaを説明する75章に先立ち、〈父・
父方の祖父・父方の曾祖父〉を対象としたŚrāddhaの基本形を記述する
73章、祭祀対象として〈母・父方の祖母・父方の曾祖母〉が加えられ
たAnvaṣṭakyaのような儀礼を記述する74章（第3節参照）があることも
祭祀対象の変遷を考えるにあたり示唆的である。

12人の死者への儀礼を指示しEに分類されるのは、以下のMānŚSの記
述である。

MānŚS	11.9.3.5:	tisraḥ pūjyāḥ pituḥ pakṣe tisro mātāmahe tathā / ity etā 

mātaraḥ proktā pitṛmātṛṣvasāṣṭamī //5 //

（5）父の側において3人の女性たちが供養されるべし。母方の祖父
の側において3人の女性が同様に［供養されるべし］。このようにこ
れらの母たちは呼ばれる。父母の姉妹は［7番目と］8番目である。

しかし、儀礼過程の説明の終盤では、以下のように母方の祖母たちへ
の儀礼を主張するのは一部の人たちであることが言われる。11.9.3.22で、

（分類Dの9人の死者たちのための）9人のバラモンの饗応がすでに言及さ
れているので、「ある者たちke cit」の主張は、母方の祖母たちへの儀礼
を加えることであると考えられる。

の座に奇数人を、できるだけ多くそれぞれ北向きに［座らせるべ
し］。あるいは、神々の座に2人を、父たちの座に3人を。あるいは
1人ずつを両方の場所に［座らせるべし］。母方の祖父たちの場合も
同様に［行うべし］…。

次に、分類DおよびEの記述を四つ紹介する。ここで注目したいのは、
以下のVaikhGS,	ĀśvGPŚ,	ViṣṇuSm,	MānŚSのように母方親族への祭祀が
原則ではない場合である。「ある者たちは母方親族への祭祀を定めてい
る」という記述は、母方親族への祭祀が通常規則となる前段階を示して
いるといえるだろう。

VaikhGS	4 .4［57 .13–16］:	…pitṛbhyaḥ pitāmahebhyaḥ prapitāmahebhyo 

jñātivargebhyaḥ pitṛpatnībhyaḥ pitāmahapatnībhyaḥ prapitāmahapatnībhyo 

jñātivargapatnībhyaḥ piṇḍaṃ nirvapāmīti nirvapaty evaṃ mātuḥ 

pitrādibhyaḥ piṇḍadānaṃ ke cid vadanty…

…「父たちに、父方の祖父たちに、父方の曾祖父たちに、父方の
親族たちに、父の妻たちに、父方の祖父の妻たちに、父方の曾祖父
の妻たちに、父方の親族の妻たちに、私は団子を捧げる」と［言っ
て］捧げる。「母の父たちなどに団子供えを同様に［行うべし］」と
ある者たちは言う。…

ĀśvGPŚは2.13‒17で通常のŚrāddhaを説明し、そこでは〈父・父方の
祖父・父方の曾祖父〉のみが祭祀対象とされる。慶事のŚrāddhaを扱う
2.19では、通常のŚrāddhaと違う点が記述されるが祭祀対象の差違には
言及がない。しかし、終盤で以下のように書かれる。

ĀśvGPŚ 	 2 .19［176 .23 –26］:	 …e k e  m ā t ṝ ṇ ā ṃ  p ṛ t h a k  k u r va n t y 

atha pitṝṇāṃ tato mātāmahānām iti tritayam icchanti tasmāj jīvatpitā 

sutasaṃskāreṣu mātṛmātāmahayoḥ kuryāt tasyāṃ jīvatyāṃ pitṛmātāmahayoḥ 

kuryāt pitror jīvator mātāmahasyaiva kuryāt triṣu jīvatsu na kuryāt …	
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MānŚS	11.9.3.22‒26:	navāvarān bhojayed yugmān vṛddhiṣu pradakṣiṇam 

upacāro yavais tilārthān kurvanti //22 // dadhyakṣatabadaramiśrān piṇḍān 

nidadhyāt //23// nāndīmukhān pitṝn prīṇanti //24// nāndīmukhāḥ pitara iti 

kuryād āvāhanādikam / prīyantām iti ca brūyuḥ piṇḍān svāheti nikṣipet 

//25 // mātṛpūrvān pitṝn pūjya tato mātāmahām̐s tathā / mātāmahīs tathā 

ke cid yugmām̐ś ca bhojayed dvijān //26 //

（22）より若い 9 人［のバラモンたち］を、［神々の座の 9 人と］対
にして饗応すべし。慶事の Śrāddha においては、行作は右回りに行
い、彼らは［通常は］ゴマで行うことを大麦によって行う。（23）凝
乳、脱穀されていない米、ナツメを混ぜた団子たちを下に置くべし。

（24）彼らは、喜びの顔をした父たちを喜ばせる。（25）「喜びの顔を
した父たちは…」と［言って］勧請などを行うべし。そして「［父
たちは］喜べ」と彼らは言うべし、「団子たちを、スヴァーハー」と

［言って団子を］下に放つべし。（26）母たちを先にして父たちを供
養してから、そして母方の祖父たちも同様に［供養すべし］。母方
の祖母たちも同様に［供養すべしと］ある者たちは［言う］。そし
て偶数人のバラモンたちを饗応すべし。

5　母方親族への祭祀の発展と娘の息子による祭祀規定との関連

本節では、母方親族への祭祀が定められたことについて、「putrikāの息
子（putrikāputra）」が行うべきŚrāddhaとの関連を考えてみたい 15。putrikā

とは、生まれた男児を父に与えることを条件づけられて結婚する兄弟の
いない娘のことである。本稿で調査した文献でputrikāの息子が行うべき
Śrāddhaを記載するのは、以下のBaudhDhSとManuSmであった。いずれ
も相続規定の文脈における記述である。

BaudhDhS	 2 .3 .16 :	…ādiśet prathame piṇḍe mātaraṃ putrikāsutaḥ / 

dvitīye pitaraṃ tasyās tṛtīye ca pitāmaham iti //16 //

（16）…putrikāの息子は、1番目の団子に母を指定すべし。2番目に
彼女の父を、3番目に［彼女の］祖父を、と。
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ManuSm	9.127,	140:	aputro ’nena vidhinā sutāṃ kurvīta putrikām / yad 

apatyaṃ bhaved asyāṃ tan mama syāt svadhākaram //127 // mātuḥ 

prathamataḥ piṇḍaṃ nirvapet putrikāsutaḥ / dvitīyaṃ tu pitus tasyās 

tṛtīyaṃ tu pituḥ pituḥ //140 //

（127）…息子のいない者はこの規則に従って娘をputrikāとすべし。
「彼女に生まれた子供は私の svadhā（Śrāddha）を行う者であれ」［と
宣告すべし］。（140）putrikāの息子は最初に母の団子を捧げるべし。
2番目を彼女の父のために、3番目を［彼女の］父の父のために［捧
げるべし］。

上記のBaudhDhS	2 .3 .16とManuSm	9 .140は、putrikāの息子は〈母・母
方の祖父・母方の曾祖父〉に対してŚrāddhaを行うべきであると定めて
いる。ここでは、putrikāの息子による実の父（putrikāの夫）へのŚrāddha

の執行は指示されていない。他方で、ManuSm	9 .132には以下のような
記述がある。

ManuSm	9 .132 :	dauhitro hy akhilaṃ riktham aputrasya pitur haret / sa 

eva dadyād dvau piṇḍau pitre mātāmahāya ca //132 //

（132）［putrikāとされた］娘の息子は、［実の］父が息子を残さない
ときは、彼の全遺産を取得すべし。他ならぬ彼が父と母方の祖父に
団子を2個与えるべし。

	
ここでは、putrikāの息子の実の父に息子がない場合、すなわちputrikāの
息子に男兄弟がおらず、putrikāの息子以外に実の父のŚrāddhaを執行で
きる者がいない場合は、putrikāの息子は、〈父〉と〈母方の祖父〉に団
子を捧げるべきとされている 16。

ManuSmはさらに、putrikāではない「娘の息子dauhitra」について次の
ように記述する。

ManuSm	9 .136 :	akṛtā vā kṛtā vāpi yaṃ vindet sadṛśāt sutam / pautrī 
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mātāmahas tena dadyāt piṇḍaṃ hared dhanam //136 //

（136）［putrikāに］指定されようとそうでなかろうと、彼女が同等
の男性から息子を得れば、その息子によって、母方の祖父は孫を持
つ者となる。［娘の息子は］団子を与えるべし。財産を取得すべし。

本節ではひとつの可能性として、putrikāの息子が行うべきŚrāddhaと
母方親族へのŚrāddhaの発達との関連性を提示した。これを立証するに
はさらなる調査が求められるが、上記のManuSmの規定は、「娘の息子
によるŚrāddha」すなわち母方親族へのŚrāddhaが徐々に例外規則から
通常規則に移行していく過渡期に位置づけることができるのではない
だろうか。

6　おわりに

以上本稿では、Śrāddhaなどの儀礼における祭祀対象を具体的に示
し、その特徴と変遷を分析してきた。Śrāddhaの対象は〈父・父方の祖
父・父方の曾祖父〉を基本形としつつ、それらに加えていくつかのGSで
は〈母・父方の祖母・父方の曾祖母〉が、さらに後代のGPŚやSmでは

〈母方の親族たち〉が、祭祀対象として定められていた。Śrāddhaで祀ら
れる「祖霊」たちは、時代とともに変化してきたのであり、父方男性3
世代のみではないことは明らかである。

最後に、残された課題と今後の研究の可能性を3点提示して結び
としたい。第3節から5節では、祭祀対象拡大の詳細を記載すると
ともにその背景を考察した。そのなかで、第4節では母方親族への
祭祀を原則としては説明していなかった記述を紹介し、第5節では
母方親族への祭祀の発達はputrikāの息子の義務と関連するのでは
ないかという仮説を提示した。今回は断片的な指摘にとどまったた
め、putrikāのみならず親族・社会構造全体の中に儀礼規定の変遷
を位置づけて考察を深めることが今後の課題の一つに挙げられる。	
課題の2点目と3点目は、今回扱った文献の時代の前および後の研究を
進めることである。前の時代を扱って解明しなければならないこととは、
「はじめに」で大きな問題として言及した「始祖としてのpitaraḥ」と「親
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族の死者としてのpitaraḥ」の関連・意味の変遷である。一方で、本論文
で明示した死者儀礼の「新しい」対象者は現代インドで行われている
Śrāddhaにおいても祀られ続けている。今回扱った文献から現代インド
で使用されている儀礼の手引書までの、Śrāddha規定の変遷を辿ること
は興味深い研究となろう17。

註
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分をMānava-śrāddhakalpa として掲載している［Caland 1893: 228–239］。同箇所記載のŚrāddha

にはGPŚ やSm の記述と同様の傾向がみられる。
7	 	BaudhDhS	2.15.12:	urastaḥ pitaras tasya vāmataś ca pitāmahāḥ / dakṣiṇataḥ prapitāmahāḥ pṛṣṭhataḥ 

piṇḍatarkakā iti //12//

	 （12）彼の前方で父たちが、左側で父方の祖父たちが、右側で父方の曾祖父たちが、背後で団
子を懇願する者たちが、と。

	 上記箇所についてP.	Olivelle は、piṇḍatarkakāḥ をthe	supplicants	for	morsels と訳し、註で「こ
れらは、通常の献供を受けない者たちと同様の、遠縁の祖先である。彼らは、主たる供物のか
けらや残り物のみを受けとる」［Olivelle 1999: 388］と説明する。lepabhāgin の規定（註8参照）と
関連があるかもしれない。

8	 	ManuSm	3.	215‒216:	trīṃs tu tasmād dhaviḥśeṣāt piṇḍān kṛtvā samāhitaḥ / audakenaiva vidhinā 

nirvaped dakṣiṇāmukhaḥ //215// nyupya piṇḍāṃs tatas tāṃs tu prayato vidhipūrvakam / teṣu darbheṣu 

taṃ hastaṃ nimṛjyāl lepabhāginām //216//

	 （215）前述の［神々に対する火への献供（3.211–212）において用いられた］供物の残りから三
つの団子を作ってから、精神を統一し、南面して［前述の］散水の仕方（3.214）でそれを捧げ
るべし。（216）そして、規則に従って慎重に、それらの団子を［クシャ草の上に］捧げてから、
そのクシャ草の上でlepabhāgin たちのためにその手を拭うべし。

	 lepabhāgin とは、〈父・父方の祖父・父方の曾祖父〉のために捧げられた三つの団子の残り糟の
分け前に与る者のことであり、Monier-Williams およびApte のSansktrit-English	Dictionary は
上記のManuSm	3.216 に言及しながら「父方の4, 5, 6代目の祖先」であると説明する。一方で
Purāṇa の時代には、sapiṇḍa（註15参照）における4,	5,	6番目の祖先のことであるとlepabhāgin

の定義がなされている（Brahma-purāṇa	220.82cd‒84ab,	Mārkaṇḍeya-purāṇa	28.1‒2,	Matsya-
purāṇa	18.28‒29,	Padma-purāṇa	1.10.33‒35ab.	Einoo	CARD を参照）。sapiṇḍa であれば母方も含
むはずである。これについては稿を改めて検討したい。

9	 	第4節に記載したように、VaikhGS のAṣṭakā は〈父・父方の祖父・父方の曽祖父・父方の親族〉
および〈父の妻・父方の祖父の妻・父方の曾祖父の妻・父方の親族の妻〉への団子供えを指示
したのち、「母の父たちなどにも団子供えを同様に」という文言を加える。「同様に」の解釈に
よっては「母の父たちなど」の中に母方の祖父たちの妻たちも含めることもできようが、こ
こでは〈母の父・祖父・曽祖父〉という母方男系3世代のみと解釈し、D に分類した。

10	 	BodhGS	2.11.34 で示される、供物を捧げる際に唱えるべきとされるマントラは、分類E の12
の死者たちに加えて〈師（ācārya, guru）、友人（sakhi）、親戚（jñāti）、同居人（amātya）、すべての者

（sarva）、それぞれの妻たち〉にも言及する。なお、同様のマントラがBaudhDhS のTarpaṇa の規
定（2.8.14‒10.5）にもみつかる。

11	 	「妻たち」を指す語によって以下のようにさらに分類できる。strī(pl.)：	ĀśvGS	2.5.4,	8,	JaimGS	
2.3[29.9],	KāṭhGS	65.7,	PārGS	3.3.11,	KauśS	88.13,	ViṣṇuSm	74.4,	6/(tat)patnī(pl.)：	ŚāṅkhGS	
4.1.11,	KauṣGS	3.14.7,	VaikhGS	4.7[61.3],	KauśS	88.12,	19/sapatnīka(pl.)：	KauśS	88.13,	AVPŚ	
44.4.5,	9/pitṛpatnī, pitāmahapatnī, prapitāmahapatnī：	VaikhGS	4.4[57.13‒16].

12	 	原実は、古代インドの文献にみられる女性観はその多様性ゆえ一言でまとめるのは困難
であるとしながら、「概して女性一般に自立（svātantrya）が認められなかったことは、特に
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インドの場合顕著であった」［原 2002: 3］と述べている。なお、幼少期は父に、結婚後は夫に、
夫の死後には息子に従うべしといういわゆる「三従」の理念は、本稿でとり上げた文献に
おいては次の箇所にみつかる。GautDhS	18.1‒3,	BaudDhS	2.3.44‒46,	VasDhS	5.1‒5,	ManuSm	
5.147‒148 および9.2‒3,	YājSm	1.85,	ViṣṇuSm	25.12‒13.	ただここで付言しておきたいのは、本
稿では対象外とした、死者1人に対するEkoddiṣṭa-śrāddha の存在である。「死者供養」の意味
合いの強いEkoddiṣṭa では、女性は独立して祭祀対象になれる。

13	 	父などが生きている場合の規定は、本稿で調査した文献ではVaikhGS	4.7	[61.4‒5],	ManuSm	
3.220‒222 にもみつかる。

14	 	ViṣṇuSm	75.7:	mātāmahānām apy evaṃ śrāddhaṃ kuryād vicakṣaṇaḥ / mantroheṇa yathānyāyaṃ 

śeṣāṇāṃ mantravarjitam //7//

	 （7）賢者は、母方の祖父たちのŚrāddha もまた同様に行うべし。必要に応じて変更したマント
ラによって。それ以外の者たちにとって［のŚrāddha で］は、マントラの使用は避けられる。

15	 	母方親族へのŚrāddha については、sapiṇḍa という父方と母方の両方を含めた親族集団の
単位も示唆を与えてくれるように思われる。sapiṇḍa である女性を配偶者とすることを禁止
する婚姻規定のなかで、GautDhS	4.1‒5,	VasDhS	8.1‒3,	YājSm	1.52‒53,	ViṣṇuSm	24.10 はいず
れも「父方7代、母方5代」とsapiṇḍa の範囲を説明する。sapiṇḍa の範囲を具体的に示すのは
BaudhDhS	1.11.9 のみで、財産相続の文脈で「父方の曾祖父、父方の祖父、父、自分自身、同
腹の兄弟たち、同種姓の妻から生まれた息子、男孫、男曾孫」であるとする。putrikā の息子も
主に相続の文脈で言及されているが（本文中に提示したBaudhDhS およびManuSm のほか、
GautDhS	28.18‒20,	32‒34,	VasDhS	17.15‒17,	YājSm	2.128,	ViṣṇuSm	15.4‒6）、嫡子から数えら
れる12種類の息子（putrikā の息子も含む）がいない場合にsapiṇḍa が相続するという記述が、
ĀpDhS	2.14.2‒5,	GautDhS	28.21,	BaudhDhS	1.11.11‒14,	VasDhS	17.81‒87,	ManuSm	9.187‒189に
ある。渡瀬信之は、「サピンダは字義通りには『団子を共有するもの』の意で、祖霊祭におい
て祖霊に対して供物としてのピンダ（団子）を献供する資格を持つ親族を指す」［渡瀬 1991: 

434］とする。［田邊 1960: 53］［岩本 1962: 134］［井狩・渡瀬 2002: 202］も同様の見解を述べてい
る。この解釈からは、Śrāddha は父方親族と母方親族の共同によって遂行されるものであり、
祀られる対象に父方と母方の両者が必然的に含まれることになる。

16	 	putrikā の息子が実の父と母方の祖父のためにŚrāddha を行う場合、BaudhDhS	2.3.16 および
ManuSm	9.140 の規定では第一の団子を捧げられていた彼の母すなわちputrikā は、実の父の
「妻」として祀られることが可能だろう。よってManuSm	9.132 の場合には、putrikā への団子
供えが指示されていないと考えられる。なおK.	M.	Kapadia は、〈母・母方の祖父・母方の曾祖
父〉が祭祀対象となる場合と、第一の団子を〈母方の祖父〉に捧げる場合の二つの規則がある
としたうえで、「Baudhāyana は両者の手続きを与えるが、Manu は後者を採用する」［Kapadia 

1958: 221］と述べるが、ここまでで挙げたBaudhDhS およびManuSm の記述と照らし合わせる
と彼の見解は誤りであることが分かる。

17	 	現代のMithilā 地方における毎日の儀礼Mahādeva-pūjā を報告した永ノ尾は、同儀礼のなか
でTarpaṇa の対象となる「先祖の霊」を詳述する。その記述から、永ノ尾が観察した現代の
Mahādeva-pūjā のTarpaṇa においては、父方男性3世代に加えて、〈父方の高祖父〉や〈母方の
祖父・母方の曾祖父・母方の高祖父〉および〈それぞれの妻〉、さらにはより〈遠縁の親族〉ま
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で祀られていることが分かる［永ノ尾 1989: 410］。これについて永ノ尾は、「ヴェーダ期にお
いて祖霊pitṛ（複数形を用いる）といえば、父、父方の祖父、父方の曾祖父の3代を指していた」

［Ibid.: 410］が、それが現在では異なっているとする。また、現在北インドで使用されている
儀礼の手引書Antyakarma-śrāddhaprakāśa（北インドのイラーハーバード、バナーラス、ガヤー
での使用を確認した）で基本形として紹介されるPārvaṇa-śrāddha でも、父方男性3世代だけ
でなく、それに母方男性3世代を加えた6人、さらに父方男性3世代の妻を加えた9人、そして
母方男性3世代の妻も加えた12人が、同儀礼で祀られる者たちとして列挙される［Pāṇḍeya, 

Miśra, Śāstrī: 299］。なお、現代の「朝夕の勤行Sandhyopāsana」の原型は、ヴェーダの儀礼世界
に属するŚS およびGS ではなくGPŚ に求められるとした永ノ尾の分析［永ノ尾 1993］と比較
すると、Śrāddha の祭祀対象に母方親族が含まれるようになる（分類C ～E）のは主にGPŚ と
Sm においてであり、永ノ尾の見解と類似する。他方で、あくまで父方の男性死者のみが祭祀
対象となっていたヴェーダ祭式のPiṇḍapitṛyajña から、女性たちへの祭祀への言及（分類B）
が少しずつなされていく、すなわちヴェーダ伝統からの遊離がGS 文献群内部でみられると
いう点で異なっている。
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要旨

古代インドの祖先祭祀として理解されるシュラーッダおよび同儀礼で祀られ
るピトリたちpitaraḥはそれぞれ「祖霊祭」「祖霊」と訳されてきたが、それらの
概念が十分に考察されているとは言いがたい。本稿では、紀元前3世紀から後3
世紀頃にかけて編纂されたスートラ文献およびその補遺文献のうち、シュラーッ
ダに関する記述を収録している28のサンスクリット語文献を選び、祖霊という語
で曖昧にされてきたシュラーッダの対象を具体的に提示した。時代が下るにつ
れ、「ピトリたち」すなわち〈父・父方の祖父・父方の曾祖父〉だけでなく、彼
らの〈妻たち（母・父方の祖母・父方の曾祖母）〉、〈母方の祖父たちとその妻た
ち（母方の祖父母・母方の曾祖父母・母方の高祖父母）〉も祭祀対象として規定
されたことが明らかとなった。本稿の後半では、母方親族への祭祀の発展過程を
示し、それと「指定女の息子putrikāputra」の義務との関連性を仮説的に提示し
た。

Summary

Who are the Ancestors?: A Reflection on the Objects of Ancestral Rites and 
Their Transition in Ancient India 

Tomoka MUSHIGA

Śrāddha, or ancestral rites in India and Hinduism, and pitaraḥ, who are worshipped in śrāddha, 
are translated into Japanese as “Soreisai” and “Sorei,” respectively. However, these concepts and their 
meanings have not been examined enough. In this paper, I present lists enumerating concrete objects 
worshipped in śrāddha by studying selected 28 Sūtras, their supplements, and some Smṛtis, which 
compiled from about third century BCE to third century CE. This process clearly showed that not only 
pitaraḥ (i.e., father, paternal grandfather, and paternal great-grandfather) were worshipped in śrāddha, 
but also were their wives and maternal ancestors, especially in the later texts. In the second half of the 
paper, I focus on how female and maternal ancestors are worshipped. I demonstrate that female ances-
tors are always worshipped with their husbands, though some regulations refer to female ancestors as 
wives while others refer to them as mothers. Furthermore, I have supposed that the regulations of rites 
for maternal ancestors were originally exceptional rules and related to the duty of putrikāputra, or the 
son of an appointed daughter (putrikā). A putrikā is a brother-less daughter who is given in marriage 
on condition that her son will become her father’s son. 


